
 

 

○○株式会社　様 
 



I. ブランドコアの定義 

貴社のブランドの核心は、単なる「精密な部品を、納期通りに、コストを抑えてつくる」という機能

的価値ではありません。それは、「ものづくりへの一途な情熱と誠実さで、顧客の挑戦を支え、関

わる人すべての可能性を未来へと繋いでいく」という情緒的価値にあります。この核心を、以下の

要素で定義します。 

 

●​ 独自の強みとポジショニング:​
競合が「技術力」「設備力」を強みとする第一階層の競争に留まる中、貴社は「技術は、

人の可能性を解放し、社会に貢献するためにある」という明確な思想を持つ「バリュー・

パートナー」として、第二階層にポジションを確立します。 

顧客である調達担当者は、貴社に対し「安くて早い業者」ではなく、「自社の未来を共に創

る、信頼できるパートナー」という認識を抱くことになります。​
 

●​ ブランド・プロミス（顧客への約束）:​
「私たちは、挑戦を止めない。あなたの、そして社会の未来を止めないために。」​
これは、高品質・納期遵守という事業の根幹を約束すると同時に、顧客の事業、ひいては

社会全体の成長に貢献するという、より大きな視点での約束です。 

 

●​ ブランド・パーソナリティ（人格）: 
○​ 誠実な探求者: 報恩感謝の心を胸に、常に本質を追求し、ものづくりに真摯に向

き合う。 
○​ 情熱的な開拓者: 現状に甘んじず、率先垂範の精神で新たな挑戦を楽しみ、成

長を続ける。 
○​ 信頼できる伴走者: 顧客の課題に深く寄り添い、同じ未来を目指して共に走る。 

 

●​ ブランド・エッセンス（ブランドの魂を一言で）:​
「可能性を、かたちに。」 (Unlocking Potential, Shaping the Future.)​
これは、「人の可能性を解放する」という内なる動機と、「ものづくり」という外的な事業活

動を見事に統合する言葉です。 

 

 

 

 

 

II. ブランド・ブループリントの詳細 



ブランド・ストーリーテリング 

貴社の物語は、単なる製品カタログであってはなりません。Patagoniaが自社の環境保護活動を
語るように、貴社は「一つの部品が、いかにして人の可能性を解放し、社会の未来を形作っていく

か」という壮大な物語を語るべきです。 

●​ 主人公: 貴社の社員一人ひとりです。彼らが「挑戦と成長」を通じて、いかにして困難な課
題を乗り越え、顧客の期待を超える価値を生み出したか。そのリアルなストーリーが、ブ

ランドへの共感を生み出します。​
 

●​ 世界観: 鹿児島という地に根を張りながらも、その技術と想いがアジア、そして世界の未
来へと繋がっていく広大なスケール感を描きます。​
 

●​ メッセージ: 私たちが作っているのは、冷たい金属の塊ではない。それは、顧客のビジネ
スを動かし、社会を豊かにし、未来の可能性を秘めた「希望のかたち」なのだ、と伝えま

す。 

 

タグライン / キャッチコピー 

ブランドエッセンスを顧客に届けるための、記憶に残る言葉です。 

 

●​ タグライン（企業スローガン）:​
可能性を、かたちに。​
（シンプルで力強く、企業の思想そのものを表します。） 

 

●​ キャッチコピー（広告・ウェブサイト用）: 
○​ 「未来を止めない、一途なものづくり。」​

（調達担当者の「事業を止められない」という切実な悩みに寄り添い、信頼感を醸

成します。）​
 

○​ 「その部品には、未来が宿る。」​
（情緒に訴えかけ、製品の価値を機能面から精神面へと引き上げます。）​
 

○​ 「○○から、アジアの挑戦を支える。」​
（地域性とグローバルな視野を両立させ、事業のスケール感を伝えます。） 

 

 

 

トーン＆マナー（コミュニケーション指針） 



ブランドの人格を言葉遣いや表現に反映させます。 

●​ 誠実 (Sincere): 専門用語を多用せず、平易で分かりやすい言葉を選びます。約束でき
ないことは言わず、常に実直な姿勢を貫きます。​
 

●​ 情熱的 (Passionate): ものづくりへの誇りと、未来への希望を感じさせる、体温のある言
葉を使います。静かながらも、内なる熱を感じさせる表現を心がけます。​
 

●​ 先進的 (Forward-thinking): 伝統を重んじつつも、常に未来を見据え、新しい技術や考
え方を歓迎する、知的で開かれた姿勢を示します。 

これは、Appleのように余計な装飾を削ぎ落とし、本質だけを力強く伝えるコミュニケーション、あ
るいは無印良品のように「これでいい」という絶対的な安心感と信頼感を与えるコミュニケーション

を目指すものです。 

 

ビジュアル・アイデンティティ 

ブランドの世界観を視覚的に定義します。 

●​ カラーパレット: 
○​ メインカラー: (#001C40) 

​
深い知性と技術力、そして鹿児島の海の深さを象徴するネイビーブルー。絶対的

な信頼感を与えます。 

○​ アクセントカラー: (#FF6B00) 

​
挑戦と成長の情熱、社員の熱意、そして桜島のようなエネルギーを象徴するオレ

ンジ。未来への希望を表現します。 

○​ ベースカラー: (#FFFFFF), (#F0F0F0)​
無印良品のような、誠実さ、クリーンさ、そして技術の精度を表現する白とライトグ

レー。余白を活かし、洗練された印象を与えます。 

 

 

 

キービジュアル・コンセプト（3案） 



概要: ブランドコア「可能性を、かたちに。」とターゲット顧客（信頼できるパートナーを求める調達
担当者）のインサイトを基に、ブランドの世界観を象徴し、顧客との最適なコミュニケーションを築

くためのキービジュアルのコンセプトを3案提案します。 

 

提案A：The Human Core (人の核) 

●​ コンセプト名: The Human Core​
 

●​ コンセプトの意図: 技術や製品の中心には、常に「人」の情熱と誇りが存在することを力
強く表現します。AIや自動化が進む時代だからこそ、貴社の価値の源泉である「人」の
顔、手、眼差しに焦点を当てることで、競合には真似できない体温のある信頼感を醸成し

ます。Patagoniaが製品の背景にある思想を語るように、貴社は製品の背景にある「人」
を語ります。​
 

●​ 具体的なビジュアル要素: 
○​ 写真のスタイル: 光と影のコントラストが美しい、重厚なモノクロ写真。 
○​ モチーフ: 溶接の火花を見つめる真剣な瞳のクローズアップ、油と切り粉にまみ

れながらも製品を慈しむように持つ手、図面上の1ミリに満たない線に集中する横
顔など、「神は細部に宿る」を体現する職人の姿。 

○​ 構図: 被写体に大胆に寄ることで、その人物が持つエネルギー、経験、そして製
品に込められた魂を切り取ります。 

 

提案B：From Micro to Macro (極小から、未来へ) 

●​ コンセプト名: From Micro to Macro​
 

●​ コンセプトの意図: 貴社が生み出す一つの精密部品が、いかにして顧客の製品となり、社
会インフラとなり、アジアの発展を支える大きな力へと繋がっていくか。その壮大な連鎖を

視覚的に表現します。技術の「精密さ」とビジョンの「壮大さ」を同時に見せることで、調達

担当者に「この会社は、自分たちの事業の未来まで見据えてくれている」というスケール

の大きな信頼感を与えます。Appleが製品の細部の美しさと、それがもたらす大きな体験
を結びつける手法を参考にしています。​
 

●​ 具体的なビジュアル要素: 
○​ 写真のスタイル: シャープでクリーンなカラースライド。BlueとWhiteを基調とし、洗

練された印象を与える。 
○​ モチーフ: マクロレンズで捉えた、金属部品の寸分の狂いもないエッジや美しいヘ

アライン仕上げ。そのカットから、その部品が組み込まれた半導体製造装置、そ

してクリーンルーム全体の広角写真へ。最終的には、その先にある活気あふれ

るアジアの都市の風景へと繋がっていくような構成。 
○​ 構図: 幾何学的でシンメトリーな構図を多用し、技術の正確性と秩序を表現。無

印良品のような静謐な美意識を追求します。 

提案C：The Shape of Potential (可能性のかたち) 



●​ コンセプト名: The Shape of Potential​
 

●​ コンセプトの意図: ブランドエッセンス「可能性を、かたちに。」を最も抽象的かつ芸術的に
表現するアプローチです。製品そのものを、機能を持つ「部品」としてではなく、未来の可

能性を秘めた「アートオブジェ」として捉え直します。これにより、凡庸な製造業のイメージ

から完全に脱却し、知的で先進的なブランドイメージを確立。価格競争とは無縁の、独自

の価値を持つ存在としてのポジションを決定づけます。​
 

●​ 具体的なビジュアル要素: 
○​ 写真/CGのスタイル: 美術館に展示された彫刻作品を撮影するような、ミニマルで

アーティスティックな表現。 
○​ モチーフ: WhiteまたはBlueの背景に、完成した製品を一つだけ配置。様々な角

度からライティングを当て、金属の持つ光沢、反射、そして影が織りなす有機的な

フォルムの美しさを最大限に引き出す。または、製品のCADデータを抽象化し
た、美しいラインアートや3DCGグラフィック。 

○​ 構図: 大胆な余白を活かし、見る者の想像力を掻き立てる。製品の「形」そのもの
が持つ力を静かに、しかし力強く訴えかけます。 

 

このブループリントがもたらす効果 

このブループリントは、単なるデザインの提案ではありません。貴社の魂である「可能性を、かた

ちに。」という思想を、あらゆる顧客接点で一貫して伝え、共感を醸成するための戦略的設計図

です。 

これを実行することで、○○株式会社は、価格や納期だけで比較される存在から脱却し、「未来の
可能性を共に創造する、かけがえのないパートナー」として、顧客の心とビジネスの中に、揺るぎ

ない地位を築くことができるでしょう。 
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